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【原 著 】

成長 期 先天 性 副 腎 過 形成(CAH)の 臨 床的 検 討 南 部 明 民 ・ほか …1831

慢 性 透 析患 老 に お け る血 中 オ ス テ オ カル シ ンの 臨 床的 意 義 西 尾 正 一 ・ほ か …1839

腎細 胞 癌55例 の 臨 床 的検 討 齋 藤 和 男 ・ほか …1847

直 腸 癌 術後 排 尿 障 害 の臨 床 的 観 察 お よびMecobalaminの 使 用 経 験 … … …村 山 和 夫 ・ほか …1853

女 子 ス ト レス尿 失 禁 に対 す るEndoscopicneedlebladderneck

susPension原 屓 ・ほ か …1859

進 行 性 前 立腺 癌 に 対 す るCyclophosphamideの 大 量 間 敏療 法 の 経 験 … … …客 野 宮 治 ・ほか …1865

進 行 性 睾 丸 腫瘍 に 対 す るPVB療 法 の 臨床 的 検 討 中尾 昌宏 ・ほ か …1871

睾 丸 捻 転 症16例 の臨 床 的 観 察 佐藤 信 夫 ・ほか …1877

最 近22年 間 の 小 児尿 路 結 石 症例 に つ い て の 臨床 的 検 討 岡本 圭 生 ・ほか …1881

過 去10年 間 に お け る尿 路 結 石入 院 患 老 の 臨 床的 検 討 友 政 宏 ・ほ か …1887

【症 例 】

肺,骨 に 転 移 を有 す る 内分 泌非 活性 左 副 腎 皮 質癌 の1例 勝 見 哲 郎 ・村 山 和 夫 …1893

副 腎 神 経 節 細 胞腫 の1例 妻 谷 憲 一 ・ほか …1897

馬 蹄 鉄 腎 に 合 併 した 腎 細 胞 癌 の1例 喜 多 芳 彦 ・澤 西 謙 次 …1903

急 性 高 カル シ ウム血 症 と急 性膵 炎 とを 合 併 した 腎 癌 の1例 三 方 律 治 ・ほか …1907

気 腫 性 腎 孟 腎 炎 の1例 一 本邦 報 告32例 の 統計 一 日比 秀 夫 ・浅 野 晴 好…1911

腹 腔 内出血 を きた した 原 発 性 尿管 扁平 上 皮 癌 の1例 大 岡 均 至 。ほか …1915

両 側 尿 管 狭 窄 を き た したAorticPerianeurysmalFibrosisの1例 … … …金 親 史 尚 ・ほか …1921

膀 胱 癌,前 立 腺癌 の経 過 中 に 出現 した 骨 盤 内悪 性 リ ンパ 腫 の1例 小 林 義 幸 ・ほか …1925

胃癌 に よる 転移 性 膀 胱 腫 瘍 の1例 一特 に 粘液 組 織 化学 的 検 討 を 中 心 に一 … 橋 本 紳 一 ・ほか … ユ929

Crohn病 に よる膀 胱 回 腸腰 の1例 セ レス タGR.・ ほか …1935

膀 胱 自然 破 裂 の1例 安 永 豊 。ほ か …1939

原 発 性 女子 尿道 癌 の1例 高 橋 浩 ・ほ か …1943

女 子 尿 道 憩 室結 石 の1例 白石 和 孝 ・ほ か …1947

感 染 性 ミ;、.一一"ラー管 護 胞 の1例 趙 順 規 。ほ か …1951

経 尿 道 的 に 治療 しえた ミュー ラ ー氏 管 嚢 胞 の1例 藤 元 博 行 ・ほ か …1955

全 身 化 学療 法 後に 対 側 発 生 を見 た 精 細 胞性 睾丸 腫 瘍 の1例 斉 藤 政彦 ・ほ か …1961

睾 丸 骨 腫 の1例(英 文)佐 々木紘 一 ・ほ か …1965

精 巣 海 綿 状血 管腫 の1例 多 田 実 ・ほ か …1969

精 巣 鞘 膜 に発 生 した 悪 性 中皮 腫 の 正例 後藤 修 一 。ほ か …1973

Klippel-Trenaunay-Weber症 候 群 に合 併 した

papillarycystadenomaの1例 川 上 寧 ・臼 田 和 正 …1977

著 明 な 腫瘤 形 成 を きた した 男子 外 陰 部Paget病 の1例 細 見 昌弘 。ほ か …1981

【治 験 】

Enoxacinの 慢 性 前立 腺 炎 に 対 す る臨 床 効果 勝 見 哲 郎 ・村IJ[和 夫 …1985

尿路 感 染症 に 対 す る経 口用 セ フ ェ ム剤Cefiximeの 使 用 経験 藤 沢 莫 ・ほ か …1989



泌 尿 器 科 紀 要

Advisory Committee

阿曽 佳郎 熊本 悦明 園田 孝夫 田崎 寛 前川 正信

町田 豊平 宮崎 重

Editor  : 吉田 修

Deputy Editor  : 竹内 秀雄

Associate Editors

大川 順正 折笠 精一 熊沢 浄一 小磯 謙吉 友吉 唯夫

渡辺 決

Editorial Board

生駒 文彦 上田 豊史 碓井 亜 大江 宏 大島 伸一

大島 博幸 大田黒和生 大野 良之 大森 弘之 岡 隆宏

岡島英五郎 岡田謙一郎 岡田 裕作 岡本 重禮 香川 征

垣添 忠生 片山 喬 加藤 哲郎 守殿 貞夫 河内 恒雄

河田 幸道 河邊 香月 川村 寿一 川村 猛 桐山 膏夫

栗田 孝 桑原 正明 郡 健二郎 古武 敏彦 小松 洋輔

小柳 知彦 近藤 厚生 酒徳治三郎 桜井 筋 里見 佳昭

島崎 淳 白井 将文 瀬川 昭失 田中 啓幹 津川 龍三

土田 正義 東間 紘 中田 瑛浩 名出 頼男 東原 英二

久住 治男 平尾 佳彦 三品 輝男 宮川美栄子 三宅 弘治

宮崎 一興 矢谷 隆一 八竹 直 山田 英寿 山辺 博彦

Managing Editor  :

Language Editor  :

Secretary  :

松田 公志

貝原 純子

太 田 賢



1993

購 読 要 項(ig86年1月 改訂)

1.発 行 は毎 月,年12回 とし,年 間購読 老を会 員とす る.

2.会 員は年 間予 約購読料8,000円(送 料 とも)を 前納す る.払 込みは振替 に限 る.口 座番号 京都5-4772番

泌尿器科紀 要編集部宛.

3.入 会は氏名,住 所 を記 入の うえ編集部宛 はが ぎに て申 し込めば所定の用紙を送付 します.

投 稿 規 定(!989年3月 改訂)

1.投 稿:連 名者 を含 め て会 員 に 限 る.

2.原 稿=泌 尿器 科 学 領 域 の全 般 に わ た り,総 説,原 著,症 例 報告,臨 症 統 計,そ の ほか で 英 文 また は和 文 とす

る.原 著,症 例 報 告,臨 床 統 計 な どは,他 の雑 誌 に 発 表 され た こ とのな い 内 容 で な くては な らな い.

(1)総 説,原 著 論 文,臨 床 統 計,そ の ほか の普 通 論 文 の長 さは,原 則 として,刷 り上 が り本 文5頁(400字 ×

20枚)ま で とす る.

(2)症 例 報 告 の長 さは,原 則 とし て,刷 り上 が り本 文3頁(400字 ×12枚)ま で とす る.

(3)和 文 原 稿 は で きる だけ ワ ー プ ロを 使 用 し,B5版 用紙 に20字 ×20行,横 書 き とす る.年 号 は 西暦 とす る.

文 中 欧 米 語 の 固 有名 詞 は大 文 字 で,普 通 名 詞 は 小 文字 で始 め(た だ し,文 節 の始 め に来 る場 合 は 大文 字),

タ イ プで 明 瞭 に記 載す る.

ω 原 稿 の表 紙 に標 題,所 属 機 関 名,主 任 名(教 授,部 長,院 長,科 長,医 長 な ど),著 者 名 の 順 に和 文 で記

載 す る.筆 頭 者 名 と,2語 以 内 のrunningtitleを 付 記 す る.

例:山 田,ほ か:前 立 腺 癌 ・PSAP

(n)英 文 抄 録;和 文 の表 紙,本 文 とは 別 に 標 題,著 者 名,所 属 機 関 名,5語(英 文)以 内 のKeywords,

抄 録 本 文 の 順 にB5版 ダ ブル スペ ース で タイ プ し,別 に そ の和 訳を つ け る.ワ ー プ ロ原 稿 可.

(4)英 文 原 稿 はA4版 原 稿用 紙 に ダ ブル ス ペ ー ス で タ イ プ し,原 稿 の表 紙 に 標 題,著 者 名,所 属 機 関 名,key

words(和 文 に準 ず),runningtitle(和 文 に 準ず)の 順 に タイ プ し,別 に 標 題,著 者 名,所 属 機 関 名,主 任

名,抄 録 本文 の順 に記 した 和 文 を 付 記 す る.

(5)図(Fig.),表(Table)は 必 要 最 小 限 に と どめ,普 通 論 文 で は 図10枚,表10枚 まで,症 例 報告 で は図5

枚,表3枚 ま で とす る.

図,表,写 真 な どは そ れ ぞれ 台紙 に貼 付 し,そ れ らに 対 す る説 明 文 は 別紙 に 一 括 して一 覧 表 に す る.説 明

文 は英 文 を原 則 とす る.原 稿 右 欄 外 に 挿 入 さ るべ き位 置 を 明示 す る.写 真 は トリ ミン グ し,図 ・表 は誤 りの

な い こ とを十 分確 認 の うえ,ト レー ス して 紙 焼 した ものが 望 ま しい(コ ピー不 可).様 式 につ い ては 本誌 の

図 ・表 を参 照 す る.写 真 は 明 瞭 な もの に限 り,必 要 な ら矢 印(直 接 写真 に貼 付)な どを 入れ,わ か りやす く

す る.

6)引 用 文 献 は 必 要 最 小 限 に と どめ,引 用 箇 所 を 本 文 の文 脈 順 に 入れ る(ア ル ファ ベ ッ ト順 不 可).そ の 数 は

30ま で とす る,

例=山 田1・3・7),田中 ら8・エ1-13)によ る と…

雑 誌 の場 合 一 著 者 名(全 員):標 題,雑 誌 名 巻:最 初 頁 一最 終頁,発 行 年

例1)FinneyRP,sharpeJRandsadlwoskiRw:Finneyhingedpenileimplant:experiencewith

100cases.JUrol124=205-207,1980

例2)竹 内 秀雄,上 田 眞,野 々村 光 生,飛 田収 一.大 石 賢 二,東 義 人,岡 田裕 作,川 村 寿 一,吉 田

修:経 皮 的 腎 砕石 術(PNI・)お よび経 尿 道的 尿管 砕 石 術(TUL)に み られ る 発 熱 に つ い て,泌 尿

糸己要33:1357-1363,1987

単行 本 の 場 合 一 著 者 名(全 員):標 題.書 名,編 集 者名,版 数,巻 数,引 用頁,発 行 所,出 版地,発 行 年

例3)RobertsonWG,KnowlcsFandPeacockM:Urinarymucopolysaccharideinhibitorsof

calciumoxalatecrystaliization.In:UrolithiasisResearch.EditedbyFleishH,Robertson

WG,Smith田andVahlensieckW・lsted・,PP・331-334,PlenumPress,London,1976
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例4)大 保璽一:腫 瘍 病理学.ベ ッ ドサイ ド泌尿器科学,診 断 ・治療編.吉 田 修編 第1版 ・PP・259-

301,南 江堂,東 京,1986

(7)原 稿は,オ リジナル1部 とコピー-2部(図,写 真 は3部 と もオ リジナル)を 書留 で送付す る・万一 にそな

えて,コ ピーを手元に控えてお くこと.

(原稿送付先)

〒606京 都市 左京 区聖護院山王 町18

メタボ岡崎301号

泌尿器科紀要刊行会宛

(8)論 文の採否:論 文 の採否 はEditorialboardの メン・ミ・-ilこよる査読審査の結 果に従 い決定 され る・

(9)論 文の訂正:査 読審査の結果原稿 の訂正を求め られ た場合は,40日 以内に,訂 正 され た原稿 に訂 正点 を明

示 した手紙をつけて,編 集部宛送付す ること.な お,Editorの 責任において多少字句の訂正 をす ることが

ある,

㈲ 校正は著者に よる責任校正 とす る.著 者複数の場合は校正責任者を投稿時指定す る.

(li)投 稿 にあた っては,本 誌を十分参考に して体裁を守 ること.

3.掲 載

(i)論 文 の掲載は採用順 を原則 とする.

迅速掲載には迅速掲 載料を要す る.5頁 以内は30,000円,6頁 以上は1頁 毎に10,000門 を加算 した ものを

申 し受 ける.

(2)掲 載料は1頁 につ き和文は5,500円,英 文 は6,500円,超 過頁は1頁 につ き7,000円,写 真代,凸 版,ト レ

ース代,別 冊,送 料などは別に実費 を申し受け る.

(3)薬 剤 の効果,測 定試薬 の成績,治 療器械 の使用な どに関す る研究論文(治 験論 文)に ついては,掲 載料を別

途に申し受け る.

4.別 冊:実 費負担 とし,著 者校正時に部数 を指定す る.

Information for Authors Submitting Papers in English 

 1. Manuscrips, tables and figures must be submitted in three copies. Manuscripts should be typed 

   double-spaced with wide margins on 8.5 by 11 inch paper. The text of all regular manuscripts 

   should not exceed 12 typewritten pages, and that of a case report 6 pages. The abstract should not 

   exceed 250 words and should contain no abbreviations. 

 2. The first page should contain the title, full names and affiliations of the authors, the director's 

   name, key words (less than 5 words), and a running title consisting of the first author and two 

   words. 

       e.g.: Yamada, et al.: Prostatic  cancer•PSAP 

 3. The list of references should include only those publications which are cited in the text. References 

   should not exceed 30 readily available citations. Reference should be in the form of superscript 

   numerals and should not be arranged alphabetically. 

 4. The title, the names and affiliations of the authors, the director's name, and an abstract should 

   be provided in Japanese. 

 5. For fursher details refer to a recent journal.
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